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ダッシュ練習 
 

令和２年１０月 第１３４号 

クラブインフォメーション 

琴の浦クラブ＊みんなｄｅニュースポーツｉｎ琴の浦 

連絡先 
琴の浦クラブ事務局 
上田 祐吉 
TEL：０８５８－５５－６４７７ 
E-mail：kotonoura-s@mailk.torikyo.ed.jp 

１分プランク 

 

 

 

３分走 

 

 

 

ボッチャ 

 令和２年９月１２日（土）、鳥取県立琴の浦高等特別支援学校体育館
で「みんなｄｅユニスポ推進事業」を開催しました。 
 
【県民まるごとスポーツ推進事業とは】 
子育て世代の県民が、身近な地域において子どもと一緒に運動・スポ
ーツに親しむ機会、並びに年齢・性別・障がいの有無にかかわらず気
軽にスポーツを楽しむ機会を通じて、県民のスポーツへの意識の高揚
を図り、本県スポーツ振興に寄与する。 
 
 上田祐吉さんと中尾有香里さん（琴の浦高等特別支援学校勤務）指
導の下、鳥取県立琴の浦高等特別支援学校の卒業生を中心とした１１
名が参加し、陸上競技とボッチャを体験しました。 
  
【実施内容】 
・柔軟体操 
・１分プランク（ロー、サイド、片足、片手片足、片手片足サイド） 
・陸上基本練習（３分走、足上げ、腿上げ、スキップ、クロス・サイドステ
ップ、ダッシュ） 
・ボッチャ 
・クールダウン 
 
 卒業生は社会人になり半年が過ぎ、車を運転して来た姿に成長と頼
もしさを感じ、久々に再会する仲間との会話も弾んでいました。 
これからも、運動・スポーツ、コミュニケーションの場を提供できるよ

う、より多くの人に参加してもらえるよう継続していけるといいですね。 
また、一緒にこの活動を支えていただける方があると嬉しいです。 

 
※次回は、１２月１２日（土）9時から開催します。 
  参加お待ちしています。 

県民まるごとスポーツ「みんなｄｅユニスポ」推進事業（県委託事業） 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1525842531/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5jaXR5Lm5hbmFvLmxnLmpwL2FyYW1hc2hpL3NoaXNldHN1L3N1cG90c3VzaGlua29rdWppL2ltYWdlcy9sb2dvdGF0ZWNvbG9yLmpwZw--/RS=%5eADBg49089QhqgLtKWvXYkLrx0yGYp4-;_ylt=A2RCL6njMPFaDV8AdgcdOfx7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1591664559/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wYWd1LmNvbS9uZW5nYTc0Lmh0bWw-/RS=%5eADBjzYhCjT6F5WQk_x5wqK4JHpPCGI-;_ylt=A2RCL5Qujt1eB3EAwhOU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


 

 

  

 

 

青谷スポーツクラブ＊あおやまるごとスポーツ体験会 

県民まるごとスポーツ「親子ｄｅスポーツ」推進事業（県委託事業） 

集合写真 

カローリング 

ミニトランポリン 

ディスゲッター 

スナッグゴルフ 

【県民まるごとスポーツ推進事業】：子育て世代の県民が、身近な
地域において子どもと一緒に運動・スポーツに親しむ機会、並び
に年齢・性別・障がいの有無にかかわらず気軽にスポーツを楽し
む機会を通じて、県民のスポーツへの意識の高揚を図り、本県ス
ポーツ振興に寄与することの一環として、青谷スポーツクラブで
は、令和２年９月２０日（日）、青谷町農林漁業者トレーニングセン
ターで「親子ｄｅスポーツ推進事業」を開催しました。 
 
【参加者】 
青谷地域住民：３９名（大人２１名、子ども１８名） 
 
【実施種目】 
・トランポ・ロビックス（指導者：磯邊栄里氏） 
・スナッグゴルフ（指導者：青谷スポーツクラブ STAFF） 
・ディスゲッター（指導者：青谷スポーツクラブ STAFF） 
・カローリング（指導者：青谷スポーツクラブ STAFF） 
 
どの種目も皆さんが楽しく体験されましたが、この事業をきっか

けに、トランポ・ロビックスの定期教室開催回数増による 1 回／週
以上のスポーツ実施率向上や、来年度に向けて、青谷町内の地
区公民館との更なる連携によりスポーツ人口の増加に繋げていき
たいと思っています。 

 
【参加者の声】 
・普段全く運動できていないので、こういう機会があると嬉しい。 
定期的に開催してほしいです。 
・家にミニトランポリンはあるのですが、使い方がわからず、ただ弾
んでいるだけでしたが、参加して色々な使い方があることがわか
り良かったです。 
・トランポリンを弾む感覚は普段味わえないので、良い機会でし
た。 

連絡先 
青谷スポーツクラブ事務局 
長谷川 和郎 
TEL：０８０－５６１６－８１４５ 
E-mail：k_hasegawa@ncn-t.net 



 

 

 

 

一般社団法人ほうきスマイリースポーツクラブ＊親子でカヌーに乗ろう！ 

池の上での集合写真 

艇庫から池まで運びます 

パドルの漕ぎ方を指導 

出発します 
 

気持ちよかった～！ 

 令和２年９月２６日（土）、赤松の池（大山町）で「親子ｄｅスポーツ推
進事業」が開催されました。 
 参加者は最近２週間及び今日の健康状態を確認する、健康チェッ
ク表を提出し、検温・マスク確認を行いました。 
 当日あいにくの雨でしたが、大人１３名、子ども１３名に参加いただ
き「カヌー」を体験していただきました。 
 カヌーは、参加者全員で艇庫から池まで何往復かして運びました。 
 最初に、潮 純一さん（大山青年自然の家職員）から、この池は神
社の中にある神聖な池であることから、４つの注意事項の説明があり
ました。 
① 池に石を投げない。 
② 池のほとりで水遊びをしない。 
③ 社の上に乗らない。 
④ 祠の前にある大きな石（お供え物を置く石）に乗らない。 

 
 カヌーに乗る前に、真島祐二さん（元国体選手）から、パドルの持ち
方、漕ぎ方、艇への乗り降りの仕方の指導を受けた後、1人乗り用（小
学４年生以上）、２人乗り用（小学１～３年生と保護者）に乗り、実際に
池でカヌーを操っていただきました。 
 １人乗り用の艇は、ボトムが丸みを帯びていたため少し不安定で真
っすぐ進むのが難しそうでしたが、すぐに慣れて思い通りに漕げるよう
になり、水上での移動を楽しんでいました。 
 途中水分補給のため陸上に上がり少し休憩を取りました。 
 みんな雨でびしょ濡れ状態でしたが、後半も元気よくカヌーで水面
を切って走りました。 
 
【参加者の声】 
・雨の中でしたが、自然相手のスポーツなので、これはこれで良かっ
たです。次回晴れたときに乗れたら、また違った気持ちでできるの
で、楽しみです。 
・こんな機会がないと、カヌーを体験できることが無いので良い機会で
した。 
・子どもと一緒にカヌー体験できて、親子共良い思い出になりました。 
・最初は見学していましたが、みんな楽しそうだったので、後半挑戦し
ました。挑戦して楽しさがわかって良かったです。 
 
 カヌーはなかなかできるスポーツではないので、次回開催の際は、
水面を切って走る爽快感を体験してみてください。 

連絡先 
一般社団法人ほうきスマイリースポーツクラブ事務局 
景山 弥生 
TEL：０８５９－６８－３７７５ 
E-ｍａｉｌ：h.smiley.sports@gmail.com 



 

 

 

 

ＮＰＯ法人かほくスポーツクラブ*親子スポーツクライミング体験 

ボルダリング：反り返った壁を制覇 

ボルダリング；緑のホールド制覇 ボルダリング：ピンクのホールド制覇 

令和２年９月２７日（日）、倉吉スポーツクライミングセンターで「親子ｄｅスポーツ推進事業」が開催されました。 
（蜜を避けるため２部制で実施） 
【参 加者】 １４家族（大人１５名、子ども１５名） 
【指導者】 福田 宗次郎さん（鳥取県山岳・クライミング協会） 
【サポート】 高見 周作さん、山脇昭彦さん・彩さんご夫妻（鳥取スポーツクライミングクラブ保護者） 
  まず、最初に福田宗次郎さんから諸注意を受けた後、ボルダリングとリードに別れ、それぞれでルール説明を
受け順番に体験しました。 
 ボルダリングでは、2 つのスタート方法（ホールドを両手で持つか、右手・左手別々に持つか）があることを教えて
いただき壁に貼ってあるテープを目印にスタートしました。 
今回で２回目なのですが、初回を経験した参加者はコツを掴めて来たのか、難しいコースをクリアされる方が多く

驚きました。 
リードでは、子どもも大人もかなり高いところまで登られ、見ている人を驚かせました。その中でも、小学校低学年

の女の子が長時間ホールドにしがみつき、あきらめず登る姿に感動しました。 
デモンストレーションでは、鳥取県内のトップアスリートによる、リードとスピードを披露していただきました。（何度

見てもすごい!!） 
【デモンストレーター】  リ ー ド：奥谷陵矩さん、福本凌大さん 
               スピード：多月萌々菜さん、河上史佳さん、林かりんさん、淺見陽樹さん 
【参加者の声】 
・高さの恐怖心はあったけど、一歩ずつ進んでいく、自分の力で登る達成感があり楽しかった。 
・子育てでスポーツをする余裕がないので、とても良い機会でした。月に 1回でも継続してもらえると嬉しいです。 

リード：お母さんも頑張りました リード：初めてでこの高さ 

リード：壁にしがみつくこと数十秒 

連絡先 
ＮＰＯ法人かほくスポーツクラブ事務局 
徳丸 宏則 
TEL：０８５８－２４－６４６５ 
E-ｍａｉｌ:kssougou@ncn-k.net 
ksso 



 

 

 

 

 

マリーシア（ゴールキーパー居ません） 

ＮＰＯ法人ウルトラスポーツクラブ＊マリーシア（ニュービーチサッカー） 

マリーシア（シュート体制） 

ビーチテニス 

スラックライン 

フレスコボール 

 令和２年９月１３日（日）、勝手ヶ浜（境港市）でビーチスポーツ体験会
が行われました。 
 鳥取でビーチスポーツを楽しめるビーチコートが、９月に境港にオー
プンし、日本で普及中の珍しいニュースポーツがインストラクターの指導
付きで体験できます。 
 体験できるのは、マリーシア（ニュービーチサッカー）、ビーチテニス、
スラックライン、フレスコボール等のニュースポーツで、どれも手軽にで
きる面白いスポーツです。 
 マリーシア（ニュービーチサッカー）は、ＮＰＯ法人ウルトラスポーツクラ
ブの金坂さんが考案したもので、縦横１５メートルのコートに縦１メート
ル、横１．５メートルの専用ゴールを２つずつ置き、ゴールキーパー無し
の３対３で争います。試合時間は５分ハーフです。 
 ＦＣアミーゴ（当クラブのサッカーチーム）では、相手の特性を見抜い
て出し抜くようなプレーが上達するよう７月頃から取り入れています。 
 ビーチテニスは、テニス・バドミントン・ビーチバレーボールが組み合
わさったようなスポーツで、初心者でもすぐにゲームができるようになりま
す。 
ラケットの持ち方、基本ショットを教えていただいた後、参加者で即席

のペアを作りゲームを楽しみました。 
スラックラインは、高さ３０ｃｍほどの位置にウェビングと呼ばれる細い

ベルト状のラインの上でバランスを楽しむスポーツです。 
綱渡りとトランポリンを合わせた様な特徴があります。 
バランス感覚と集中力を鍛えることができます。 
フレスコボールは、味方同士でボールを落とさずラリーを楽しむスポ

ーツのため、目の前の相手は敵ではなく味方です。 
相手の打ちやすい所へボールを打ち返すことが大事になる「思いや

り」のスポーツです。 
 
海岸から美保湾にヨットが浮かぶ景色と、海風を感じながらスポーツ

を楽しめ、身も心もリフレッシュできました。 
体験期間は、９月～１１月末までの毎週土・日曜日で、それぞれ２回

まで無料で体験できますので、是非体験してみてください。 
 
 【参加方法】 
「junkie ＧＹＭ」アプリで会員登録 

↓ 
https://junklegym.com/ 

              ↓ 
    体験したい種目に申込する。 
 
会員登録が上手くできなかった場合は、直接会場に来ていただけれ

ば、スタッフが対応します。 

連絡先 
ＮＰＯ法人ウルトラスポーツクラブ事務局 
金坂 博 
TEL：０８５９－５７－５１７０ 
E-mail：ultra-cs@sea.chukai.ne.jp 

クラブ紹介コーナー 
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鳥取ユニバーサルスポーツセンター  ノバリアの紹介 

当館は、障がい者スポーツ拠点施設として２０２０年７月１１日にオ
ープンしました。 
 施設の名称である「ノバリア」は、ラテン語で新しいを意味する
「Nova」と、イタリア語で旋律・空気を意味する「aria」から考えた造語で
す。日本語の発音では「No Barrier」とも聞こえ、誰もが障がいなくス
ポーツを楽しめる、新しい空気をもたらす場所にしてほしいという願い
が込められています。 
 
【利用時間】  全館 午前９時３０分～午後８時３０分 
【休 館 日】  毎週火曜日（祝日の場合は翌日） 
          年末年始（１２月２９日～１月３日） 
 
 
 
 
【交流スペース】 
 来館者同士の交流の場、休憩スペースとして利用できます。 
 明るく、開放的でカフェのような雰囲気です。 
 
【トレーニングルーム】 
 有酸素機器や上下肢の機器、各種トレーニングマシーンが設置して
あります。障がい特性や目的に応じて、スタッフがトレーニング指導を
行います。 
 当面の間は障がい者のみの利用となっています。 
 （障がい者の付添としての利用は可） 
 
【スポーツ広場】 
 バスケットボール      
 バドミントン          
 ボッチャ            
 風船バレーボール     
 
【マルチルーム】（定員３０名） 
 プロジェクター、スクリーン等が備えてあり、会議や講習会に利用で
きます。鏡張りになっているので、ダンススタジオとしても利用できま
す。 
 
【相談室】 
 医事相談や栄養相談等に利用できます。 
 
全面バリアフリーとなっていて、土足で入館できます。 
スポーツ用具の貸し出しも行っています。 

  総合型クラブの事業でも是非利用してみてください。 

館内施設案内 

連絡先 
鳥取ユニバーサルスポーツセンター ノバリア 
〒６８０－０９４４ 
鳥取市布勢１４６－１  
鳥取県立布勢総合運動公園内 
TEL：０８５７－５０－１０９１ 
FAX：０８５７－５０－１０９２ 
Ｅｍａｉｌ：tottori-novaria@ts-sawayaka.jp 

半面 
２面 
２面 
２面 


